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１．洪水による災害の防止又は軽減
（治水）に関する事項

１．洪水による災害の防止又は軽減
（治水）に関する事項

（１）洪水を安全に流下させるための〝河道断面〟の確保
（２）堤防・護岸等の質的安全性の確保
（３）減災への取り組み

（１）洪水を安全に流下させるための〝河道断面〟の確保
（２）堤防・護岸等の質的安全性の確保
（３）減災への取り組み
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（１）洪水を安全に流下させるための
〝河道断面〟の確保

（１）洪水を安全に流下させるための
〝河道断面〟の確保

・阿賀川の洪水氾濫から沿川地域を防護するため、洪水を計
画高水位（Ｈ．Ｗ．Ｌ）以下で流下させ、氾濫被害の防止を図る

 ことが必要。
 

・阿賀川の洪水氾濫から沿川地域を防護するため、洪水を計
画高水位（Ｈ．Ｗ．Ｌ）以下で流下させ、氾濫被害の防止を図る

 ことが必要。

①下流狭窄部改修
②湯川洗堰改修
③弱小堤対策
④樹木群管理（河川の断面の確保）

①下流狭窄部改修
②湯川洗堰改修
③弱小堤対策
④樹木群管理（河川の断面の確保）
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大臣管理区間下流端
（0.0ｋ 河口より127.8ｋ ）
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中期流量対応河道

改修前河道

現況河道

道路

約50mの拡幅

津尻地区

泡の巻地区
河床幅50m→130m

長井地区
河床幅60m→90m

泡の巻地区(3.2k)

 
HWL:172.00
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中期流量対応河道
（改修後河道）

現況河道

改修前河道

道路

約80m拡幅

改修後の土砂堆積によ
り、維持浚渫必要範囲

泡の巻地区

津尻地区
河床幅60m→110m

山間狭窄部

区間
有堤部

阿
賀
川

阿
賀

川

長井地区長井地区

・狭窄部による上流有堤部の水位上昇。
・昭和58年より、阿賀川下流狭窄部改修事業として河道掘

 削を推進。

 ・泡の巻地区→津尻地区→長井地区と、改修を進めている。

・狭窄部による上流有堤部の水位上昇。
・昭和58年より、阿賀川下流狭窄部改修事業として河道掘

 削を推進。
・泡の巻地区→津尻地区→長井地区と、改修を進めている。

①下流狭窄部区間の現状と課題①下流狭窄部区間の現状と課題
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①下流狭窄部区間の現状と課題①下流狭窄部区間の現状と課題

旧宮川

田付川

濁川

勝負沢川

長井

泡
の
巻

津
尻

内水浸水

範囲

下流狭窄部

改修区間

流入支川

H14.7出水(戦後

 最大流量記録)時

 の内水浸水範囲

・戦後最大流量を記録した平成14年7月洪水では、阿賀川本川水位上昇に

 伴い、上流有堤部堤内地で浸水被害が多発。

 

・戦後最大流量を記録した平成14年7月洪水では、阿賀川本川水位上昇に

 伴い、上流有堤部堤内地で浸水被害が多発。

阿賀川

★頻発する内水被害(山崎地区)

H14.7出水時水防活動状況

 

広瀬地区
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①下流狭窄部区間の対策①下流狭窄部区間の対策

・狭窄部掘削を進めることで、上流側の有堤部区間の水位を低下させること

 が可能。

 

・狭窄部掘削を進めることで、上流側の有堤部区間の水位を低下させること

 が可能。

下流狭窄部事業がなかった場合（１７４．５８ｍ）※

当面の事業が完了した場合
（１７３．４２ｍ）※

H.W.L
（１７３．４７ｍ）

5.6k
青津地区

●当面の目標流量3,890m3を流下させた場合

※計算値

左岸 右岸

1.16m
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②湯川洗堰の②湯川洗堰の現状と課題現状と課題

大臣管理区間
新湯川

県管理区間
湯川

●●

湯川洗堰

会津若松市街地

旧湯川

・洗堰は老朽化が進み、また、固定堰であるため、適正な分派が困難。
・洗堰地点の堰上げにより、上流側の水位が上昇。

・洗堰は老朽化が進み、また、固定堰であるため、適正な分派が困難。
・洗堰地点の堰上げにより、上流側の水位が上昇。

H14出水時（既往最大）の状況

烏橋
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②湯川洗堰の対策②湯川洗堰の対策

・湯川洗堰の改築及び上流部の河床掘削により、上流部の水位を下げる

 ことが可能。

 

・湯川洗堰の改築及び上流部の河床掘削により、上流部の水位を下げる

 ことが可能。

老朽化が進む湯川洗堰

湯川洗堰

新湯川 : 2 .200Km

HWL:210.010

現況水位

洗堰改築後水位
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③阿賀川堤防の現状と課題③阿賀川堤防の現状と課題

・阿賀川の堤防は昭和初期より築造
・ほぼ全川で有堤区間ではあるが、堤防断面が不足する未完成堤防が多い。
・特に宮古橋下流の一連区間に集中している。

・阿賀川の堤防は昭和初期より築造
・ほぼ全川で有堤区間ではあるが、堤防断面が不足する未完成堤防が多い。
・特に宮古橋下流の一連区間に集中している。
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凡例 

完成堤防  

未完成堤防  

直轄管理区間  

 
 

※堤防完成状況はH21.3末現在 
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③弱小堤対策（堤防断面の拡幅、嵩上げ）③弱小堤対策（堤防断面の拡幅、嵩上げ）

・堤防高、堤防幅が不足する未完成堤防を完成堤化することによって、堤防

 の安全度が向上し、また一部区間の質的な整備を同時に図る。

 

・堤防高、堤防幅が不足する未完成堤防を完成堤化することによって、堤防

 の安全度が向上し、また一部区間の質的な整備を同時に図る。

高さ・幅不足→越水破堤
 の恐れあり！

H.W.L

計画堤防形状

現況堤防 計画堤防

現況堤防

高さ不足

幅不足

計画堤防

現況堤防

高さ不足

幅不足

未完成断面の堤防イメージ

（会津坂下町五香付近）
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④④河道断面河道断面不足（樹木群繁茂）の現状と課題不足（樹木群繁茂）の現状と課題

・河道の固定化が進み、樹木群が繁茂。
・洪水流下時の阻害や偏流の発生、流木化、不法投棄や河川巡視時の視

 認障害など、多くの弊害あり。

 ・一方、生物の良好な生息・生育環境を提供。

・河道の固定化が進み、樹木群が繁茂。
・洪水流下時の阻害や偏流の発生、流木化、不法投棄や河川巡視時の視

 認障害など、多くの弊害あり。
・一方、生物の良好な生息・生育環境を提供。

昭和22年(高田橋付近) 平成16年(高田橋付近)
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④④河道断面河道断面不足（樹木群繁茂）に対する対策不足（樹木群繁茂）に対する対策

・樹木群管理については、流下能力確保と偏流対策として実施するが、環

 境面などを考慮しながら実施する。

 

・樹木群管理については、流下能力確保と偏流対策として実施するが、環

 境面などを考慮しながら実施する。

宮古橋より下流・・・

宮古橋より上流・・・

主に洪水時における

 河川の断面が不足

主に洪水時における

 河川の流れが偏り
危険

樹木群管理樹木群管理

流下能力確保

偏流対策
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（２）堤防・護岸等の質的安全性の確保（２）堤防・護岸等の質的安全性の確保

・堤防の質的整備を行うことによって、堤防の安全性を確保し、
 氾濫被害ポテンシャルの軽減を図ることが可能。

 ・水衝部対策の実施により、堤防の安全性を高めることが可能。

・堤防の質的整備を行うことによって、堤防の安全性を確保し、
 氾濫被害ポテンシャルの軽減を図ることが可能。

・水衝部対策の実施により、堤防の安全性を高めることが可能。

⑤堤防浸透対策
⑥水衝部の河岸強化対策

⑤堤防堤防浸透浸透対策対策
⑥水衝部⑥水衝部の河岸強化の河岸強化対策対策
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⑤堤防の浸透に対する現状と課題⑤堤防の浸透に対する現状と課題

・阿賀川の堤防は昭和初期に築造し、河床材を利用。
・既存堤防の安全を確認するため、浸透に対する安全性の調査を実施

 中。

 

・阿賀川の堤防は昭和初期に築造し、河床材を利用。
・既存堤防の安全を確認するため、浸透に対する安全性の調査を実施

 中。

法崩れの発生状況
(平成14年7月出水)

ボイリング跡

昭和初期の築堤風景

(会津若松市飯寺地先

 

S16.12.2撮影）

・昭和57年9月、平成14年7月

 出水により漏水や法崩れが発生。
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※堤防完成状況はH21. 3末現在
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質的対策区間

断面確保（質的強化）

未完成堤防

完成堤防

凡例

・安全性の調査結果により、浸透に対する安全性が低い箇所があることが

 判明。

 ・調査済区間で対策が必要な区間の延長は、約１０km。

・安全性の調査結果により、浸透に対する安全性が低い箇所があることが

 判明。
・調査済区間で対策が必要な区間の延長は、約１０km。

⑤堤防の浸透に対する現状と課題⑤堤防の浸透に対する現状と課題

質的強化対策の必要区間

点検実施中
（日橋川両岸）

点検
実施中

点検実施中
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⑤堤防⑤堤防浸透浸透対策対策

・浸透に対して弱い箇所の対策工法として、検討する。・浸透に対して弱い箇所の対策工法として、検討する。

川 裏 腹 付 け

 
（浸透対策）

遮水壁（鋼矢板、地中連続壁等）

（透水層）

川表遮水工法川表遮水工法

ドレーン工法ドレーン工法

断面拡大工法断面拡大工法
ドレーン工

強化前の浸潤面

堤脚水路
強化後の浸潤面

現況断面

計画断面
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⑥水衝部の現状と課題⑥水衝部の現状と課題

・樹木群の繁茂等によって、偏流が発生。
・洪水流により河岸が侵食され、堤防が危険な状態。
・河床低下による既設低水護岸の根入れ不足など、既存の水衝部の助長や

 新たな侵食が発生。

 

・樹木群の繁茂等によって、偏流が発生。
・洪水流により河岸が侵食され、堤防が危険な状態。
・・河床低下による既設低水護岸の根入れ不足など、既存の水衝部の助長や河床低下による既設低水護岸の根入れ不足など、既存の水衝部の助長や

 新たな侵食が発生。新たな侵食が発生。

H14.7出水時の蛇行水衝部
(会津若松市飯寺地先)



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

水衝部対策の一例(会津若松市飯寺地先)

⑥水衝部対策⑥水衝部対策（対策工法の一例）（対策工法の一例）

・飯寺地区は、右岸側にミオ筋が集中し、平成14年7月出水時に危険な状

 態となったことを受け、護岸・根固工、護岸の根継ぎなどの水衝部対策とあ

 わせ、対岸側の樹木群伐採を実施。

 

・飯寺地区は、右岸側にミオ筋が集中し、平成14年7月出水時に危険な状

 態となったことを受け、護岸・根固工、護岸の根継ぎなどの水衝部対策とあ

 わせ、対岸側の樹木群伐採を実施。

護岸の根つぎ 根固工

樹木伐採

飯寺地先

偏流発生

河床洗掘

対策前 対策後



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

（３）減災への取り組み（３）減災への取り組み

・短時間出水対応のために水防・避難体制を充実させ、また
氾濫被害軽減のために住民意識を向上させる取り組みを実施。

・短時間出水対応のために水防・避難体制を充実させ、また
氾濫被害軽減のために住民意識を向上させる取り組みを実施。

⑦防災情報の提供
⑧水防団活動支援

⑦防災情報の提供
⑧水防団活動支援



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

⑦防災情報提供の現状⑦防災情報提供の現状

・光ケーブルを利用した情報通信は片岸が整備済み。
・沿川市町村へ接続は3市町村が整備。
・光ケーブルを利用した情報通信は片岸が整備済み。
・沿川市町村へ接続は3市町村が整備。

湯川CCTV湯川情報板

光ケーブル整備系統図

整備項目 現在

光ファイバー網
51.9km(整備率60%)
・管理区間：38.2k
・接続等　 ：13.7k

光ファイバー網
接続市町村

会津若松市
喜多方市
会津美里町

CCTV整備 35箇所
情報コンセント 38箇所

情報通信技術を利用した整備の状況



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

⑦防災情報提供の現状⑦防災情報提供の現状

・阿賀川・日橋川を対象に、浸水想定

 区域図を公表。

 ・避難情報を示したハザードマップの

 作成、配布が進めており、４市町村で

 公表済み。

 

・阿賀川・日橋川を対象に、浸水想定

 区域図を公表。
・避難情報を示したハザードマップの

 作成、配布が進めており、４市町村で

 公表済み。

阿賀川・日橋川・湯川

 

浸水想定区域図
会津坂下町ハザードマップ



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

⑦防災情報の提供の促進⑦防災情報の提供の促進

・治水及び河川管理上必要となる河川情報の収集、及び提供に対して、

 光ファイバー等情報設備の整備を進め、河川管理の高度化を図る。

 ・またハザードマップの作成について、災害情報協議会を通して支援。

・治水及び河川管理上必要となる河川情報の収集、及び提供に対して、

 光ファイバー等情報設備の整備を進め、河川管理の高度化を図る。
・またハザードマップの作成について、災害情報協議会を通して支援。

現地情報

国土交通省

市町村

住民

・平常時の

 認識向上

 ・非常時の

 避難

 

・平常時の

 認識向上
・非常時の

 避難

CCTV 光ファイバー

 を介して情報

 の収集

インターネット
を通じた情報提供

防災情報
の提供



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

⑧水防団活動支援の現状について⑧水防団活動支援の現状について

・地域の水防の重要性に対する認識向上を目的に、毎年水防訓練を実施。・地域の水防の重要性に対する認識向上を目的に、毎年水防訓練を実施。

月の輪工

１．実施内容（

 

実施工法）

木流し工、シート張工、月の輪工、積み土のう工、

 
排水ポンプ車による 排水工

２．参加機関
阿賀川水防連絡会（阿賀川河川事務所、福島県、

 
市町村などの防災担当者及び消防団員

 

約４０

 
０名）

阿賀川夜間水防訓練

シート張工



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

⑧水防団活動支援の現状について⑧水防団活動支援の現状について

・出水時対応のため、排水ポンプ車３台、照明車３台が配備。
・平成14年7月洪水では、発生した内水被害に対して、排水ポンプ車に

 よる支援を実施。

 

・出水時対応のため、排水ポンプ車３台、照明車３台が配備。
・平成14年7月洪水では、発生した内水被害に対して、排水ポンプ車に

 よる支援を実施。

毎分30m3の排水能力

排水ポンプ車による排水活動

排水ポンプ車

照明車



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

⑧水防団活動支援の今後について⑧水防団活動支援の今後について

・水防活動を引き続き支援。
・重要水防箇所が集中する下流部に対応するため、宮古橋右岸佐野目

 地区に防災拠点の整備を検討中。

 

・水防活動を引き続き支援。
・重要水防箇所が集中する下流部に対応するため、宮古橋右岸佐野目

 地区に防災拠点の整備を検討中。

阿賀川

宮古橋

整備予定箇所



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

２．河川の適正な利用及び流水の正常な
機能の維持に関する事項

２．河川の適正な利用及び流水の正常な
機能の維持に関する事項

（１）流水の正常な機能の維持・水環境の改善
（２）良好な水質の保全

（１）流水の正常な機能の維持・水環境の改善
（２）良好な水質の保全



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

（１）流水の正常な機能の維持、
水環境の改善

（１）流水の正常な機能の維持、
水環境の改善

⑨流水の正常な機能、水利用、水環境の改善⑨流水の正常な機能、水利用、水環境の改善

・流況、利水の現況、動植物の保護・漁業、景観、流水の清潔の保持

 等の各項目に必要な流量を考慮し、概ね10年に1回程度起こり得る渇水

 時を考慮して、阿賀川の宮古地点における流水の正常な機能を維持す

 るために必要な流量確保を図る。

 

・流況、利水の現況、動植物の保護・漁業、景観、流水の清潔の保持

 等の各項目に必要な流量を考慮し、概ね10年に1回程度起こり得る渇水

 時を考慮して、阿賀川の宮古地点における流水の正常な機能を維持す

 るために必要な流量確保を図る。



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

⑨⑨流水の正常な機能、水利用、水環境の現状

・阿賀川宮古地点の流況は、過去35年（S48～H19）の平均平水流量で

 約28m3/s、平均渇水流量で約8.7m3/s。

 ・10年に1回程度の規模の渇水流量は2.69m3/s。
・正常流量は３m3/ｓ

・阿賀川宮古地点の流況は、過去35年（S48～H19）の平均平水流量で

 約28m3/s、平均渇水流量で約8.7m3/s。
・10年に1回程度の規模の渇水流量は2.69m3/s。
・正常流量は３m3/ｓ

←正常流量3m3/s

宮古地点の流況
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国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

⑨⑨流水の正常な機能、水利用、水環境の現状

・阿賀川の水利権は29件あるが、水利権量の92%は発電用水でその他は

 ほとんどが農業用水として利用されている。

 

・阿賀川の水利権は29件あるが、水利権量の92%は発電用水でその他は他は

 ほとんどが農業用水として利用されていほとんどが農業用水として利用されているる。。

阿賀川水収支模式図

馬越堰堤 冨川堰堤

農業用水
8.2%

発電用水
91.7%

上水道用水
0.1%

水利権量の内訳



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

⑨⑨流水の正常な機能、水利用、水環境の現状

・河川水の伏流現象が見られる。
・渇水時には瀬切れが発生するなど、減水区間が発生。
・このため、局所的な水質悪化など、環境への影響が懸念。

・河川水の伏流現象が見られる。
・渇水時には瀬切れが発生するなど、減水区間が発生。
・このため、局所的な水質悪化など、環境への影響が懸念。

本郷大橋下流；H6.7.20馬越観測所；H6.7.20



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

⑨⑨流水の正常な機能、水利用、水環境の対応策

・大川ダム操作規則の見直しによる渇水補給能力の増大
→正常流量の確保に努める

・渇水時における適切な取水量調整

・河川環境保全のために必要な流量の調査検討

・大川ダム操作規則の見直しによる渇水補給能力の増大
→正常流量の確保に努める

・渇水時における適切な取水量調整

・河川環境保全のために必要な流量の調査検討



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

（２）良好な水質の保全（２）良好な水質の保全

⑩良好な水質の維持
⑪新湯川水環境改善

⑩良好な水質の維持
⑪新湯川水環境改善

継続的な水質調査及び関係機関との連携により、良好な
水質の維持に努める。

継続的な水質調査及び関係機関との連携により、良好な
水質の維持に努める。



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

⑩水質の現状と課題、対策⑩水質の現状と課題、対策

・BOD75%値は新湯川橋地点を除いて環境基準値を満足。・BOD75%値は新湯川橋地点を除いて環境基準値を満足。

■南大橋（日橋川）
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■新湯川
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■馬越橋
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■山科
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■宮古橋
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■田島橋
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国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

⑪新湯川水環境の現状と課題⑪新湯川水環境の現状と課題

・新湯川は都市化の進展、下水道整備の遅れに伴って水質汚濁が進行。
・汚濁の指標である生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）が環境基準値を

 恒常的に上回る。

 

・新湯川は都市化の進展、下水道整備の遅れに伴って水質汚濁が進行。
・汚濁の指標である生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）が環境基準値を

 恒常的に上回る。

湯川放水路

阿賀川

湯川

古川

会津若松市街地の宅地化の進展はめざま

 しいが、湯川の左岸側の流域では下水道

 整備が進んでいない
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環境基準値(B類型:3mg/l)を恒常的に超過！

新湯川橋：水質経年変化



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

門田幹線用水路

導水計画概要

⑪新湯川水環境の改善について⑪新湯川水環境の改善について

・湯川の水質改善を目指し、平成11年度より「水環境改善事業」とし

 て汚泥浚渫、低々水路整備、浄化施設等を実施。

 ・今後阿賀川本川から導水し、水質・流況の改善を進めている。

・湯川の水質改善を目指し、平成11年度より「水環境改善事業」とし

 て汚泥浚渫、低々水路整備、浄化施設等を実施。
・今後阿賀川本川から導水し、水質・流況の改善を進めている。



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

⑪新湯川水環境の改善について⑪新湯川水環境の改善について

・「清流ルネッサンスⅡ」を推進
・今後も、湯川の水環境の改善に向けて、様々な啓発活動を展開。

・「清流ルネッサンスⅡ」を推進
・今後も、湯川の水環境の改善に向けて、様々な啓発活動を展開。

 

【方 針】 

   ①水質改善〈環境基準値 BOD

≦3ppm を達成する〉 

 ②流況改善〈動植物に優しく、表情

豊かな流れを創出する〉 

   ③河川区間の整備〈市民が安ら

げる水辺空間を形成する〉 
地元自治体

一般市民

河川管理者

 

湯川水環境協議会
湯川の水環境を 
    考える市民の会

各種団体代表 周辺市民代表 一般市民

行 政 
{国・県・市} 学 識 者 

行 政 
{国・県・市}学 識 者 

参加 参加

参加
参加 助言 

運営協力

行動・参加・学習 

①提言・助言

②報告・支援

事業推進のための組織構築 

《一般市民及び地元自治体と協

 
力した事業展開》



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

３．河川環境の整備と保全に関する事項３．河川環境の整備と保全に関する事項

（１）｢阿賀川らしさ｣を形成している河川環境の保全
（２）河川空間利用、地域との連携・協働

（１）｢阿賀川らしさ｣を形成している河川環境の保全
（２）河川空間利用、地域との連携・協働



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

⑫河川環境に配慮した河川管理⑫河川環境に配慮した河川管理

（１）｢阿賀川らしさ｣を形成している
河川環境の保全

（１）｢阿賀川らしさ｣を形成している
河川環境の保全

阿賀川の河川環境を形成してきた、自然の営力による攪乱・
再生を維持しつつ、より阿賀川らしさの維持・形成に寄与する。

阿賀川の河川環境を形成してきた、自然の営力による攪乱・
再生を維持しつつ、より阿賀川らしさの維持・形成に寄与する。



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

⑫河川環境の現況⑫河川環境の現況

・広大な河川敷と礫河原
・阿賀川の魚類を特徴づける湧水

・広大な河川敷と礫河原
・阿賀川の魚類を特徴づける湧水

湧水部の様子

ウケクチウグイ

宮古橋付近；阿賀川14km～15km

陸封型イトヨ



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

⑫⑫河川環境に配慮した河川工事（阿賀川方式）河川環境に配慮した河川工事（阿賀川方式）

・環境に配慮した工事の実施
・事前及び事後の環境評価

・環境に配慮した工事の実施
・事前及び事後の環境評価

１．自然環境の把握

２．環境保全措置の

 検討

工事実施に際して、工事箇所およ

 び周辺の環境を把握する。

河道改変を伴う工事等、河川環境

 に一定の影響があると予想される

 場合、それに対する保全措置を検

 討する。

３．環境保全措置の

 実施
検討した保全措置を実施。

４．保全措置効果の

 把握
保全措置が確実に実施されている

 か、機能しているか確認する。

環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
助
言

現
地
指
導
等



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

⑫⑫湧水に配慮した河川工事湧水に配慮した河川工事

堤内側地下水から河川への流れを保全
・かごマットの採用
・通水孔の設置

堤内側地下水から河川への流れを保全
・かごマットの採用
・通水孔の設置

★高久地区での事例
コンクリート護岸→かごマットへ

湧水の保全とイトヨの生息を確認

1:3
.0

L=7.27m

1
:3.0

5.00%

5.00%

L=10.09m

拡大

★蟹川地区での事例
通水孔の設置により、地下

 
水の流れを確保

通水孔



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

⑫⑫礫河原の保全礫河原の保全

・河道整正による瀬と淵の保全
・ダムに堆積した礫のバイパスなどを検討

・河道整正による瀬と淵の保全
・ダムに堆積した礫のバイパスなどを検討

高田橋

淵の造成

高田橋より下流を望む

河岸ライン



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

⑬河川利用・空間利用の推進
⑭住民・市民団体・NPOによる河川愛護活動、清掃活動

⑬河川利用・空間利用の推進
⑭住民・市民団体・NPOによる河川愛護活動、清掃活動

（２）河川空間利用、地域との連携・協働（２）河川空間利用、地域との連携・協働

沿川住民が河川に対してより深い理解ができるよう、ソフト面
も含めた整備・保全を図る。

沿川住民が河川に対してより深い理解ができるよう、ソフト面
も含めた整備・保全を図る。



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

⑬⑬河川利用・空間利用の現状

・水辺の楽校

 
・総合学習

・運動公園

 
・牧草地

・水辺の楽校

 
・総合学習

・運動公園

 
・牧草地

カヌーでの河川利用 水辺空間を利用した
各種イベントの開催

出前講座の様子

河川環境学習自然観察会の様子 水辺の利用



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

⑬⑬適正かつ多様な河川利用・空間利用の推進

国道49号（宮古橋）

主要地方道
会津坂下河東線

会津若松熱塩

 
温泉自転車道

カヌー利用

グリーンツーリズム促進

大俵引き

芋煮会

立川ごんぼフェスティバル

サイクリング大会

勝常寺

交通網の整備等による
人・情報の交流増大

・川の駅・人の駅・道の駅
・地域の文化・歴史と一体となったまちづくり

・川の駅・人の駅・道の駅
・地域の文化・歴史と一体となったまちづくり

地域のイベント・催事
による有効活用

グリーンツーリズム
リバーツーリズム

サイクリングの促進



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省 北陸地方整備局

地域活動

⑭住民・⑭住民・市民団体との連携・協働の推進

・住民団体による河川管理（堤防除草）
・

 
〃

 
河川美化活動

・将来の担い手育成（総合学習支援・会津めだか塾）
・啓発活動（健康ウォ－ク）

・住民団体による河川管理（堤防除草）
・

 
〃

 
河川美化活動

・将来の担い手育成（総合学習支援・会津めだか塾）
・啓発活動（健康ウォ－ク）

「阿賀川・川の達人の

 
会」活動状況

【出典：阿賀川・川の達

 
人の会HP】

住民参加の河川管理

ボランティアによる
 美化運動

児童

住民

啓発

啓発

総合学習

国

市民団体
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